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 建交労トラック職場の労使で構成する“建交労中央運輸

労使協議会”は 27 日に毎年恒例の労使共同による中央省

庁・業界団体への要請行動を実施し“安全･安心なトラック

輸送と業界秩序の確立”に向けた運賃と公正競争の実現や

長時間労働の是正､トラックドライバー不足解消など労使

が一致する要求･課題の実現を求めました。この行動には、

北は北海道から南は鹿児島まで総勢 56名の労使が国交省、

厚労省、経産省、全日本トラック協会、日本産業・医療ガ 衆議院第 2議員会館内の建交労労使 

ス協会への要請行動に参加しました。神奈川県南支部から

は佐藤委員長、清野副委員長、大島書記長、金崎書記次長の

他に、イワサワ分会（2名）、内外液輸分会、東進産業分会、

日酸運輸分会、合同分会から各 1名の合計 10名が結集。 

また、国交省・厚労省要請には労使協議会が各党･会派の

国会議員に行動参加を要請し日本共産党の武田良介参議院

議員が参加をされました。 

挨拶をするタイムス物流の平良社長   衆議院第 2議員会館内に集

合した労使（ガス協会要請参加者は協会事務所に集合）は午

前 10時からの打ち合わせに続き国交省（10:30～11:30）、厚

労省（11:40～12:30）への要請を行いました（経産省要請は

経産省内で実施）。このなかで国交省には早急かつ実効ある

標準的な運賃の告示や不当な荷主対策の抜本的強化、厚労

省には公正競争の確保に向け 挨拶をする武田良介参議院議員 

て全国一律最賃制度の確立や社会保険未加入事業者の一掃

などを求めました。また、日本共産党の武田議員からは労使

を応援する立場で両省への意見を述べていただきました。 

県南支部の仲間も公正取引による適正運賃の収受や違法

行為の是正などを求めると同時に厚労省には“労使関係を

破壊する悪質な社労士”への厳罰対処を求めました。 

全ト協に要請書を渡す角田委員長 (右)  14:00からは全ト協への要請を行って行動を終えました。 

全国の建交労トラック職場の労使が 

中央省庁･業界団体要請行動を実施！ 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20

